





































































かれらが残 目撃談、体験談となると、じつに少ないのである。本稿 各紙の特派員が伝えたパリ・コミュ ンの経過やそれに現実参加した日本人について論じたものである。
＊
わが国にはいつごろこのパリの民衆ほう起のことが伝わったのであろうか。
この事件について日本人は早くか 知っていた。 『海外新聞』 （四十三号
―
明














































































































































































































































































































































































































































































































三月三十一日………………………………………… コミューンは、外国人の加入をみとめる決定をした。四月二日………… ルーブル宮とチュイルリ 宮（のちパリ・コミューンで焼失）の屋根のうえにも「赤旗」がひる
がえるようになった。ヴェルサイユ政府は、ドイツ軍司令部と交渉し、叛都パリを鎮圧す ために、軍隊を増員する許可をえた。ティエール 十三万人の兵をマクマオン元帥の指揮下においた。この日、ヴェルサイユ軍とコミ ン軍との最初の戦闘 おこなわれた。
四月六日…………………… コミューン、人質の逮捕を決定。パリの民衆は、ギロチン（断頭台）を焼きすてた。四月九日（ヴェルサイユ軍との戦闘激化する） パリ郊外で、激戦がおこなわれた 夜十時ごろ、マイヨの門その他の地点におい 連続砲撃が
おこなわれた。伝聞によると、ティエールはパリに強行入城する気はなく、市を包囲し いようだという（ 『ニューヨーク・タイムズ』紙、一八七一・四・一〇付） 。コミューンは、パリの全市民に武器をとるよう強要したが、これは不首尾におわっ
四月十二日……………………… コミューン、ヴァンドーム広場 円柱の破壊を命じ四月十八日…… 債務者、 ヵ年の支払い猶予をあたえられる。ヴェ サイユ軍 しだいにパリ 取りかこむ。ヌ
イイー・シュール・セーヌ パリの北西郊―ブローニュ森の北側）において反乱軍は、マクマオン指揮のヴェルサイユ軍に包囲された。街ごと 徴兵がおこなわれ
四月二十三日…………… アニエール（セーヌ川の左岸 パリの北西約五キロ）において、反乱軍はマクマオン元帥摩下




五月一日……………………………………………………公安委員会の成立。五月六日…… コミューン、二〇フラン以下の入質物の無償返還を布告。五月七日…… コミューン、 『プティ・モニトゥール』 『プティ・ナスィヨナル』 『ボン・サーンス』 『プティ・プ
レス』 『プティ・ジュルナル・フランス』 『タン』紙らを発禁にした（ 『ニューヨーク・タイムズ』紙、一八七一・五・七付） 。
五月十六日…………… コミューン、ティエ ルの財産の差し押さえとその邸宅 破壊を命じた。この日、イシー要塞が
陥落した。ヴェルサイユ軍、 ブローニューの森にちかづく。フランクフルトで独仏講和条約に調印。ヴェルサイユ軍 パリの城壁にせまる。パリの反乱おわりに近づく。パリの表情、日ごとに重苦しくなる。北方からの食料列車、サン・ドニ（パリ近郊）で停止。
五月十八日…………………… シャン―ドゥ―マルス（パリの士官学校前 広場）にちかいラップ通りの弾薬製造工場が、大爆
























五月二十 日………… モンルージュ要塞の陥落。ベルヴィルおよびメニルモンタ の包囲。ティエールは、地方に回状
を送り、 「われわれはほんの一部を除き、パリを掌握している。それもきょうにも占領される」とのべた。
五月二十六日……………… バスティーユの陥落。国民兵、人質三十四名 銃殺。五月二十七日（さいごの戦闘） ビュット・ショー およびペール・ラシェーズの陥落。 「反乱軍は、ペール ラシェーズ墓地































History of 100 Years in Photographs－No.15.THE PARIS COMMUNEより。
（18）189
ニューカレドニアに流刑……三九八九名単純流刑………………………三五〇七名特別拘禁…… 一二五九名禁錮刑……… 三三九八名追放……… 三二二名警察の監察処分 一一七名罰金刑……… 九名鑑別所送りの少年 五六名















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































閏十月二 一日（一二・ 三）………一行はロンドンを発し、ド バー海峡をわたり、対岸のベルギー領オステンドに上陸し、ブルュッセルにむか
った。同夜、ベルギーの首都を発し、ベルリンにむかう。
［ドイツ］
十月二十七日（一二・一九）…………ベルリンに到着。同胞の出迎えをうける。翌日から諸処を見学に訪れる。十一月七日（一二・二八）……… 一行はこの日、戦場視察のためベル ンを発し、翌日フランクフルト（ドイツ中部）に着く。十一月九日（一二・三〇）…… 小雪ふる中、マーヤンス（独仏 国境の町）に着く。十一月十日（一二・三 ）…… ザールブリュッケン（フランスと 国境にちかく フランクフルトの南西 二二キロ）に到着
［フランス］
十一月十一日（ 八七 ・ ・ 激戦地メ
（メッス）
ッツ（フランス北東部、パリの東三一三キロ）に到着。洋暦の一月二日、三日と、戦跡を巡覧する。
（これより洋暦）一月三日…………………………………夜、メッツを発ち、ナンセー フラ ス中部、パリ 南一八六キロ）にいたり、同地で一泊ののち翌四日スト
ラスブール（フランスの北東部、パリの東四五八キロ）に到着。二日間、町を見学した。





























































あき家になっている農家は、ことごとく兵士の宿所となっていた。一月二十四日、午前七時に朝食をとり、風雪のなか八時にふたたびブタ運搬用の荷車にのってヴィレヌーヴ 出発 た。お昼ごろ 一村落のホ
テルでブドウ酒とパンを喫し、ふた び荷馬車に り、ついに司令部のあるツエセルに到着
ブタ車にのった東洋人が珍しかったものか、地元の婦女子をはじめ、ドイツ兵らがそばに寄ってきて、どこで捕虜になったのか、と尋ねた。ブ
タ車にのっているから、きっとどこかの戦場で捕らえられた将兵だ 思った で 。
一月二十五日、午前八時に朝食をとり、九時に案内役のスナイドルに導かれ 馬車で当地の宏大な花園を見学に訪れ、園内 ある古城でナポレ








































































































の）写真 もとめたのち、午後一時ごろ宿にもどった。二時 モンブラン やって来たので、フランスの共和制のこと、ナポレオン三世の復帰の可能性などについて質問した。モンブランはいった。こんにちフランスが敗れたのは、文明 進歩とその勢い 誇り、他をかえりみなかったからであると。四時すぎ、モンブランは帰った。留学生らは、夜十一時ごろ帰途 つい 。





































人はその神速ぶりにおどろいた。そのあと川蒸気船に乗ってセーヌ川をさ のぼり、五時ごろ宿に帰った。六時 案内役のフォンテンといっ ょに夕飯を食べた。九時、同人と っしょに留学生らも帰った。
二月十九日（明治四年正月元旦） 、晴。午前十時に留学生一同ホテルにくると、元日を祝し 午後一時、大山弥助は岩下長十郎の案内をうけ












































































































































































































































































































































































実戦をも経験していたから パリ・コミューンの乱のときも、戦闘のはげしさや砲煙弾雨をおそれもせず、目の前で展開する たかい 様子を冷静かつゆか に眺めている。
西園寺は、パリ・コミューンの乱をじっさいわが目で見、かつそれについてみず
から人に語ったり、あるいは私記にし したり 手紙で報告したが、かれが見 コミューンは、つぎのようなものであった。
1871年３月におけるヴァンドーム広場の国民衛兵（コムユーン党の戦闘部隊）。
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